
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
格
差

　

十
月
か
ら
要
介
護
認
定
が
始
ま
り
、
介
護
保

険
制
度
の
施
行
に
向
け
て
本
格
的
に
動
き
出
し

た
。
介
護
保
険
制
度
で
は
市
区
町
村
が
主
体
と

な
り
在
宅
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
基
本

と
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
が
、
市
区
町

村
の
人
口
規
模
な
ど
に
よ
り
様
々
な
地
域
間
格

差
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
こ
で
、

在
宅
面
、
施
設
面
で
の
地
域
格
差
を
み
て
み
た
。

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
あ
る
訪
問
看
護
に

つ
い
て
、
厚
生
省
の
「
平
成
十
年
度
訪
問
看
護

統
計
調
査
」
に
よ
り
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
状
況
を
み
る
と
、
平
成
十
年
十
二
月
末

現
在
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン （
以
下
、
事
業

所
と
い
う
）
数
は
三
、
一
三
九
で
あ
り
、
新
ゴ
ー

ル
ド
プ
ラ
ン
の
目
標
値
五
、
〇
〇
〇
に
対
し
て

六
二
・
八
％
で
あ
る
。
ま
た
、 市
町
村
の
人
口
規

模
別
に
設
置
状
況
を
み
る
と
、「
三
〇
〜
五
〇
万

人
未
満
」
が
四
五
〇 （
事
業
所
総
数
の
一
六
・
三

％
）、次
い
で 「
一
〇
〜
二
〇
万
人
未
満
」 が
三
九

三 （
同
一
四
・
三
％
） と
な
っ
て
お
り
、
六
五
歳

以
上
人
口
一
〇
万
対
事
業
所
数
は
、
全
国
平
均

で
一
三
・
七
で
あ
る
が
、「
五
万
人
未
満
」 の
市

町
村
で
は
一
〇
・
三
と
低
く
な
っ
て
い
る
（
図
）。

　

一
方
、
事
業
所
の
整
備
状
況
を
み
る
と
、
全

国
三
、
三
七
一
市
区
町
村
の
う
ち
、
六
二
・
五

％
の
市
区
町
村
で
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
都
道

府
県
別
で
は
、
福
島
県
、 山
梨
県
、
長
崎
県
な
ど

で
事
業
所
の
な
い
市
区
町
村
割
合
が
多
か
っ
た
。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
面
を
み
る
と
在
宅
面
と
は
逆

に
、
都
市
部
に
整
備
の
遅
れ
が
み
ら
れ
る
。
厚

調査と情報　第１６２号 （’ ９９・１１）

―  １２  ―

　

全
国
各
地
を
訪
れ
て
い
る
と
、
い
い
と
こ
ろ
だ

な
あ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で
み
た
い
な
と
心

惹
か
れ
る
土
地
も
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
本
当
に

住
め
る
の
か
、
住
む
の
か
と
落
ち
着
い
て
自
問
し

て
み
る
と
、
さ
て
と
考
え
込
ん
で
し
ま
う
。

　

古
都
（
む
ろ
ん
皮
肉
や
揶
揄
で
な
く
）
京
都
や

金
沢
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ

う
に
、
そ
の
長
い
歴
史
の
重
み
と
、
そ
こ
に
代
々

住
み
つ
い
て
い
る
人
々
の
存
在
を
思
う
と
き
、
後

か
ら
入
り
込
む
隙
間
な
ど
な
い
な
と
逡
巡
し
て
し

ま
う
の
だ
。
名
古
屋
や
広
島
の
よ
う
な
強
烈
な
郷

土
意
識
の
あ
る
土
地
も
ち
ょ
っ
と
な
じ
め
な
い
。

東
京
や
大
阪
と
い
っ
た
大
都
会
に
人
々
が
集
ま
っ

て
く
る
の
も
、
そ
こ
に
は
異
邦
人
の
混
沌
が
あ
る

か
ら
な
の
だ
。
開
拓
の
歴
史
の
浅
い
札
幌
や
、
典

型
的
「
支
店
経
済
」
の
福
岡
な
ど
も
、
郷
土
喪
失

の
民
に
は
暮
ら
し
や
す
い
。

　

他
の
地
方
都
市
の
中
で
は
、
さ
す
が
に
「
維
新
」

発
祥
の
地
山
口
は
「
異
国
人
」
を
受
け
入
れ
、「
異

国
人
」
か
ら
学
ぶ
姿
勢
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
お
こ
し
を
考
え
る
と
き
、

こ
の
点
は
き
わ
め
て
重
要
だ
。
い
つ
ま
で
も
自
己

の
権
益
と
カ
ビ
の
生
え
た
器
量
に
こ
だ
わ
っ
て
い

て
は
進
歩
は
な
い
。
い
つ
の
時
代
で
も
混
沌
と
自

由
の
な
か
か
ら
活
力
は
生
ま
れ
て
く
る
。（

平
井
）

生
省
に
よ
る
と
平
成
十
一
年
六
月
現
在（「
老
人

保
健
施
設
報
告
」）の
老
人
保
健
施
設
の
入
所
定

員
は
二
〇
万
七
、
三
三
一
人
（
二
、
三
七
六
施

設
）
で
、
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
の
目
標
値
二
八

万
人
に
対
し
て
七
四
％
で
あ
る
。
さ
ら
に
六
五

歳
以
上
人
口
一
〇
万
対
入
所
定
員
数
を
都
道
府

県
別
で
み
る
と
、
全
国
平
均
一
、
〇
一
一
人
に

対
し
て
、「
東
京
都
」
が
三
四
八
・
八
人
、「
神

奈
川
県
」
が
四
四
五
・
七
人
、「
京
都
府
」
が
五

五
五
・
三
人
な
ど
と
少
な
い
。

　

こ
れ
ら
地
域
格
差
が
生
じ
る
要
因
と
し
て
、

小
規
模
の
町
村
で
は
民
間
事
業
者
の
参
入
が
難

し
く
、
都
市
部
で
は
土
地
の
価
格
が
高
い
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　

介
護
保
険
制
度
の
施
行
ま
で
半
年
、
こ
れ
ら

地
域
格
差
が
そ
の
ま
ま
被
保
険
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
格
差
と
な
ら
な
い
こ
と
を
願
い
た
い
。（
金
子
）
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